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域に分散された構成となっています。

　リテールファイナンス事業では、建設・鉱山機械を購入されるお客さま

に対し、割賦、リースなどの形式で購入資金を提供するファイナンス事業

を展開しています。

　産業機械他事業では、自動車産業向けにプレス、板金、工作機械を、ま

た半導体産業向けにエキシマレーザーや温調機器などの開発、製造、販

売、サービスを展開しています。

事業概要

■ 2025年度実績

コマツの事業は、建設機械・車両（2025年度セグメント売上高：3兆8,060億円）、リテールファイナンス（同：1,261億円）、産業機械他（同：2,388億円） 
の3つの事業で構成されています。

事業別売上高構成 建設機械・車両事業 地域別売上高構成
（外部顧客向け（セグメント間取引消去後）ベース）

リテールファイナンス建設機械・車両 産業機械他

売上高

4兆1,328億円

建設・鉱山機械のバリューチェーンビジネスモデル

内製のキーコンポーネント IoT活用（Komtrax）

レンタル

ファイナンス

部品・サービス

新車購入

中古車売却

中南米北米 欧州 アフリカ 中近東

オセアニア 中国アジア CIS 日本

売上高

3兆7,961億円

価値創造ストーリー

　建設機械・車両事業では、小型から大型までのラインアップを幅広くそ

ろえる建設・鉱山機械のフルラインメーカーとして、開発、製造、販売、サー

ビスの事業を展開し、お客さまの多様なニーズに対応しています。主な商

品は、建設・土木工事などで使用される中小型の油圧ショベル、ブルドー

ザー、ホイールローダーに加え、フォークリフトや林業機械などを含めた

一般建機と、鉱山現場で使用される大型ダンプトラックや超大型油圧ショ

ベルなどの鉱山機械です。海外売上高比率は92％（2025年度実績）とな
り、地域別売上げでは、市場規模の大きい北米や中南米を中心に、各地

　コマツは、建設・鉱山機械の開発、生産、稼働、修理履歴などを号機プ

ラットフォームで一元管理し、お客さまが機械を購入してから中古車とし

て売却するまで、機械のライフサイクル全体を通じてサービスやソリュー

ションを提供し、機械管理をサポートするバリューチェーンビジネスを展

開しています。具体的には最適な調達方法のご提案、燃費や生産性向上

のための運転指導、定期的なメンテナンスや補給部品の販売、また、遠隔

での機械稼働状況の管理や、修理、最適なオーバーホール（分解・点検・

修理）時期の提案など、さまざまなサポート活動を行っています。

　コマツは、重要コンポーネント（キーコンポーネント）を自社開発・生産

し、また、Komtrax（機械稼働管理システム）から得られる機械の豊富な
稼働データを活用できる強みを活かし、お客さまの課題解決につながる

ソリューションを提供することで、アフターマーケット事業（部品・サービ

スなど）を更に拡大していきます。

■ コマツの事業概要 ■ 建設・鉱山機械のビジネスモデル
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価値創造ストーリー

建設機械・車両 

事業概要

　先進国では気候変動や人手不足などの社会課題を背景に、電動建機や

施工の効率化を支援する自動化・遠隔操作化機能を搭載した建機に加え、

施工現場全体を可視化し、施工プロセスの最適化を支援するデジタルソ

リューション「スマートコンストラクション®」を展開しています。2024年
に発売したICT油圧ショベル「PC200i-12」には3D施工機能を標準搭載
し、ICT施工の普及・拡大を加速させることで、建設現場の生産性向上に
貢献しています。

　新興国では、機械の堅牢性やコスト、燃費が重視される一方で、用途や

作業内容に応じた多様なニーズも存在します。そのため、主に都市土木な

どの軽負荷作業向けに開発した「CEモデル」と標準モデルの2ライン戦略
を展開し、さまざまなお客さまのニーズに応えています。

　さらにカーボンニュートラル対応として多様な動力源の研究開発を進

めています。2026年2月には、お客さまの建設現場において、水素燃料
電池を搭載した中型油圧ショベル（FCショベル）の実証実験を日本で初
めて実施しました。

　主要な市場は、北米、中南米、オセアニア、アフリカ、インドネシアなど

の資源国です。過酷な環境で長時間の連続稼働が求められる鉱山現場に

おいて、安全性や生産性向上のため2008年からAHS（鉱山向け無人ダ
ンプトラック運行システム）の商用稼働を開始しています。2026年には
AHSを搭載した超大型自動運転ダンプトラックの導入台数が世界で初め
て1,000台に到達しました。さらに鉱山全体の最適化ソリューションとし
て、車両、鉱山現場、鉱山オペレーション全体を接続し、データ分析を可

能とする包括的フレームワークである、オープン・テクノロジー・プラット

フォームの商用稼働を推進しています。鉱山機械のライフサイクルは約10
～15年と長く、製品の品質・耐久性に加え、安定稼働を実現するサービ
ス体制が重視されます。コマツでは、代理店の直営化とアフターマーケッ

ト事業の強化を図っています。

　鉱山現場のカーボンニュートラル対応として、2025年7月に同じ車体
のプラットフォームで、ディーゼル、バッテリー、水素などの多様な動力源

に交換可能な「パワー・アグノスティック・トラック」の稼働が世界で初め

て開始されています。そのほか、銅・金など坑内掘り工法の需要増を見込

んだ商品レンジの拡大を加速させています。

■ 一般建機 ■ 鉱山機械 主要製品

一般建機

ICT油圧ショベル

鉱山機械

ロープショベル

エレキダンプトラック

建設機械・車両事業 売上高推移（一般建機／鉱山機械別）
建設機械・車両事業 地域別売上高構成（2025年度）鉱山機械事業は、建設機械・車両事業売上高の半分を占めるまでに成長

一般建機は北米、欧州、日本、鉱山機械は北米、中南米、オセアニア、アフリカ、アジアが主な市場となっている
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水素燃料電池搭載油圧ショベルの実証実験Web 

AHS累計導入台数1,000台を達成Web 

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2026/20260216_1
https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2026/20260422


トップメッセージ サステナビリティイントロダクション 17ガバナンス Data成長戦略Komatsu Report 2026

中核を担っています。新品よりもリーズナブルに提供できるだけでなく、資

源再利用による環境負荷低減にもつながります。キーコンポーネントを自

社開発・自社生産しているコマツの強みを活かした循環型ビジネスであり、

回収部品の劣化状況を把握することで、技術開発やサービス改善にもつ

なげています。2026年にはグローバルでのリマン製品の供給力強化を目
的として、SRC of Lexington社（アメリカ）のリマン事業を買収しました。
　建設機械・車両事業の52％（2025年度実績）、特に、鉱山機械におい
ては、売上高の約3分の2をアフターマーケットが占めています。収益性
が高く、機械の配車と稼働に応じて安定した収益が見込めるため、今後も

強化し、新車の需要変動に左右されにくい収益体質を構築します。

建設機械・車両 

事業概要

　機械本体の販売後、補給部品やアタッチメントの販売、定期メンテナン

ス、オーバーホール（分解・点検・修理）などを通じて、お客さまの機械の

稼働とライフサイクルコストの最適化に貢献するビジネスです。メンテナ

ンス付き延長保証契約の拡大やアタッチメントの拡充に加え、Komtrax
から得られるデータによる予知保全やAIを活用した故障診断などを通じ、
新車販売後のバリューチェーン全体における付加価値の向上をグローバ

ルに推進しています。

　また、長時間稼働した建設機械や鉱山機械からコンポーネントを回収

し、工場で新品同様に再生したものを、新品よりもリーズナブルに提供す

るリマニュファクチャリング（リマン）事業もアフターマーケットビジネスの

　主要な市場は、北欧を中心とする欧州、北米、ブラジル、インドネシア

などです。世界的な人口増加に伴い木材需要は拡大しており、CO2吸収

を目的とした環境植林も増加しています。また、作業の安全性や効率性の

観点から、植林・育林・搬出などの工程における機械化ニーズも高まって

います。こうしたなか、コマツは林業機械事業を、森林の持続可能な管理

や循環型林業の推進に貢献する事業と位置付け、事業拡大を進めていま

す。さらに、林業の機械化に加え、森林・機械・施業に関するデータを活用

したデジタルソリューション「Smart Forestry」を提供することで、お客
さまの現場における安全性・生産性の向上や、カーボンニュートラルの実

現に貢献していきます。

　また今般、本事業の非財務価値を「インパクト会計」を用いて金額換算

した結果、グローバル全体で約1兆2,700億円の社会インパクト創出の可
能性が示されました。

■ アフターマーケット（部品・サービスなど） ■ 林業機械

主要製品

主要製品

林業機械 売上高推移
（2021年度=100の指数表示、実績レート）

建設機械・車両事業売上高（本体／アフターマーケット比率）

建設機械・車両事業売上高のうち、

アフターマーケット比率が半分以上を占める
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リテールファイナンス 産業機械他 

事業概要

　建設・鉱山機械を購入されるお客さまに対し、割賦・リースなどの形態

で購入資金を提供しています。Komtraxや中古車循環などのメーカーの
強みを活かしながら、北米を中心に事業展開する地域の拡大を進め、現

在は、グローバルに13社のファイナンス子会社で世界需要の約7割をカ
バーし、資産は1.6兆円に達しています。ROAやネットD/Eレシオなどの
指標に基づき、事業の収益性や健全性を維持しながら、今後、成長が期待

されるアジアやアフリカなどへの地域カバレッジ拡大や林業事業への対

応にも積極的に取り組んでいます。 

　ギガフォトン株式会社は、半導体製造装置の露光装置用光源として使

用されるエキシマレーザーの開発・製造・販売・サービスを行っています。

また、株式会社KELKは、熱電素子および半導体製造装置に組み込まれ
る温調機器などの開発、製造、販売を行っています。この熱電素子を用い

た技術により、2024年度には生産設備のモニタリングに使用され、世界
で初めて通信距離半径500mを達成した電源・電池が不要なセンサーデ
バイスを発売しました。

　半導体市場は、生成AI関連、データセンター、ADAS（先進運転支援シ
ステム）を含む自動車の制御システム、高速通信（5G）の通信基地局およ
び医療機器分野での活用など、世界中でデジタル社会への移行が進んで

おり、中長期的な成長が見込まれます。

　両社は成長する市場のニーズに対応し、エキシマレーザーや温調機器

の競争力を高め、高収益性を維持しながら、事業の拡大に努めています。

　コマツ産機株式会社とコマツNTC株式会社は、自動車産業を中心に、
お客さまの生産現場を支える製品・ソリューションを提供しています。

　コマツ産機は、小型から大型までの豊富な機種のプレス機械と板金機

械の開発、販売、サービスを行っています。2009年以降は産機Komtrax
を標準搭載し、機械の稼働状況を遠隔で管理しています。プレス機械の稼

働期間は約30年と長期にわたるため、産機Komtraxで収集したデータを
解析し、駆動部の劣化部位を判定・残存寿命の見える化を行うことで、予

知保全につなげています。2018年には、AIを活用した予知保全システム
を開発し、産機Komtraxから収集された制御データをAIで解析し、劣化
している可能性のある部位を高い精度で推定するサービスを展開してい

ます。

　コマツNTCは、マシニングセンタや研削盤などの工作機械および自動
化ライン、レーザータブ成型機などの電池製造関連装置、半導体産業向

けのシリコンウエハー加工工程用ワイヤーソー、画像処理関連装置など

の開発、設計、製造、販売、サービスを行っています。2024年度には、電
気自動車において採用が拡大しているギガキャスト工法で成形したアルミ

部品向けの専用加工機を開発しました。

■ 半導体製造装置・機器 ■ 鍛圧・板金・工作機械

リテールファイナンス事業のビジネスモデル

主要製品

半導体製造装置・機器

産業機械他事業 売上高推移

鍛圧・板金・工作機械

リテールファイナンス事業 売上高推移

リテールファイナンス
コマツ製品を担保としたお客さま向けファイナンス

コマツ ファイナンス お客さま長期支払い （3～5年）

割賦、リース

機械担保

リテールファイナンス事業 総資産（左軸）
リテールファイナンス事業 売上高（右軸）
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